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1■ 発掘調査に至る経過（第 1図）

全国各地おいて開発の波が押し寄せている現状で、当然のことながら，埋蔵文化財の発掘調査

も急激に増加している。本市においても例外ではなく増加の一途をたどっている。このため、発

掘調査を担当する専門職員も増員せざるをえず、現在は 4人で当たっている。

このほど、文化庁より昭和61年4月28日付けで「開発と文化財の取扱いについての調整、調育

等に関する事務処理等の標準について」の文書が千葉県教育委員会経由で通知された。内容は主

として宅地開発事業者に対し埋蔵文化財への早期の対応を促すもので、そのため、遺跡範囲確認

調査は遺跡の周知事業の一環として市町村教育委員会で行なうべきということである。このこと

から遺跡範囲確認調査について国庫補助事業として実施することになり、本市では市内すべての

遺跡を対象にするため「八千代市内遺跡群」として、今年度より実施することになった。

ここで今年度はこの「八千代市内遺跡群」として国庫補助200万円、県費補助100万円を得て総

額400万円で実施し、田原窪遺跡、菅地ノ台古墳、台畑遺跡の 3遺跡を調賽した。

田原窪遺跡①は、真木野・佐山地区の大日本土木株式会社が大学と住宅建設を実施中であり、

その内の住宅区域の一部で、佐山字田原窪1780外に所在する12,000m'を遺跡の確認調査のため昭

和62年12月2日より同月25日まで実施した。

菅地ノ台古墳②は、金子米蔵氏が自宅を増築するため、萱田字菅地台439-4の崖を削りたい

との話があり、その台地には古墳が所在するので協議した結果、擁壁の安全角度を考えるとどう

しても周溝部分までかかり、その部分である400m'を調壺することになり、昭和62年12月16日よ

り同月23日まで実施した。

台畑遺跡③は、元祖玉屋花火店が現在使用している保品字台畑1439外に所在する6,100而の花

火工場が、老朽化したことにより建替え工事を計画していたが、その場所が周知の遺跡であった

ので、協議した結果、花火工場という特殊性により、遺跡の現状保存が可能なので確認調査のみ

を昭和63年 1月7日より同月14日まで実施した。

（木原菩和）

① （分布地図No.22の佐山台遺跡より分離）

② （分布地図No.180)

③ （分布地図No.SO)

-1-



八千代都市計画基本図

"1脅

゜
2km 

第 1図全域図 (1: 50,000) -2-



2. 遺跡調査の概要

a 、田原窪遺跡（第 2• 3図 図版 1• 2) 

遺跡の立地 田原窪遺跡（分布地図No.22の佐山台遺跡より分離）は、八千代市北部を東へ流れ

る神崎川の南岸台地上の平坦面から北斜面にかけて位置している。標高は10mから21mである。

遣跡内には田原窪古墳（円墳・ 1基）と塚 1基が所在する。今回調査した区域は南へ入り込む浅

い谷とその両側台地斜面部である。同台地上には遺跡の数も多く、佐山貝塚（分布地図No.12、縄

文時代中期・後期） ・道地遺跡（分布地図No.18、弥生時代後期）や東山久保遺跡（分布地図No.24、

古墳時代後期）など時期も各時代に渡っている。

調査の方法と経過 確認調査は田原窪遺跡西側部分の12,000m'に対して実施した。掘削方法は

住居址確認に主体をおいたためグリット・トレソチ法を採用し、 10m四方の中に 2mX4mの基

本トレソチを 1つ設定した。遺構確認は台地上ではソフトローム上面にて観察したが、斜面部で

は第III層下位にて一度観察し、最終的にはローム層上面まで堀り上げた。セクショソライソは南

北 1本・東西 2本を設定した。調査は昭和62年12月 2日より開始し12月25日に終了した。掘削作

業は 3日より24日にかけて実施、セクショソ実測及び遺構写真撮影は16日より24日にかけて実施、

遺構平面実測は随時実施した。実質調査日数は20日間である。

図版 I 田原窪遺跡

近景 住居址確認状況（ホ）

土層 発掘風景
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a. 遺構確認図 (1/1500) ゜
50M 

A A' B B' 
L=+lOcm _~ L =-30cm 

゜
2M 

b. 土層断面図 (1/60)

第2図 田原窪遺跡実測図
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1. 2 田原窪遺跡出土遺物

3.4 台畑遺跡出土遺物

第3図 出土遺物実測図

図版 2 出土遺物
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I . 2 田原窪遺跡 3. 4 台畑遺跡 5. 菅地ノ台古墳
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際

調査の概要 本遺跡の層序は、第 I 層褐色土層•第 II層黒色土層•第III層暗褐色土層•第N層

ソフトローム層•第V層ハードローム層が基本となるが、斜面部及び谷部では第III層と第W層の

間に、第VI層暗褐色土層・第VII層暗褐色土層・第VIII層暗褐色土層が堆積している。今回の調査に

より住居址19軒・古墳周溝 1条・溝2条、 pit1基を検出した。遺構の詳細な事については今後

の調査を待たなければならないが、出土遺物は土師器（五領期・鬼高期・国分期）が多く、特に

五領期が主体を占めていることから、古墳時代前期から歴史時代に至る集落址を想定することが

でき、特に古墳時代前期が中心となるものと考えられる。集落址は調査区域南側部の台地斜面部

より浅い谷にかけて展開しているが、台地上平坦面までには達していない。浅い谷の谷底部にて

検出した住居址（イ・ロ・ハ）については掘り込みがロームまで達してなく、暗褐色土上に床が

構築されていた。古墳周溝（二）は隣接する佐山台遺跡中の古墳（半壊・墳形不明）に伴なうもので

ある。グリット出士遺物は土師器の他に縄文土器片（中期・後期が主体）が出士している。加曽

利B期の深鉢が復原できているが遺構に伴なうものでなく、第II層中より出土している。遺物は

主に第II・III層中より出土している。

小 結調査の結果、遺跡西側の南半分には五領期を中心とする集落址が展開しているこ

とが判明した。台地上平坦面ではなく、浅い谷の斜面部・谷底部に展開するのが大きな特徴であ

る。 （蕨茂美）

b. 台畑遺跡 （第 3・4図図版2. 3) 

遺跡の立地 台畑遺跡（分布地図No.80) は、八千代市北部を東へ流れる新川の谷から南西方向

へ進入してくる谷の北岸台地上に位置している。台地は舌状台地となっており、遺跡は南側の縁

辺部より北側の平坦面にかけて広がっている。標高は21mである。今回調査した区域は、平坦面

が中心で縁辺部へはほとんど及ばない。舌状台地先端部分に、おおべた遺跡（分布地図No.86、弥

生時代後期・古墳時代前期～後期）が所在するなど、周辺に所在する周知の遺跡は少なくない。

調査の方法と経過 調査区域は現在畑として利用されているため、表面観察による土器片の散

布も著しく多かった。このため調査の主体を住居址確認において進めることにした。掘削方法は

工事の内容により建物の基礎部分に対してのみトレソチを入れることになったため、四角形のト

レソチがほとんどである。 トレ‘ノチ幅は lmである。 トレ‘ノチ番号は 1棟ごとに番号をつけてい

き、最終番号は14番である。遺構確認はソフトローム上面にて行い、セクショソは直線的な設定

が不可能なことと耕作の影響もあることから、好条件のトレ‘ノチを選び実測することにした。調

査は昭和63年 1月7日より開始し 1月14日に終了した。掘削作業は 8日から13日にかけて実施、

遺構写真撮影は12・13日にて実施、セクショ‘ノ調査は13日に実施、遺構乎面実測は12・13日にて

実施、埋め戻し作業を14日に実施した。実質調査日数は 7日間である。
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調査の概要 本遺跡の層序は、第 I 層暗褐色土層（耕作土）•第 II層暗褐色土層•第III層ソフ

トローム層•第N層ハードローム層である。今回の調査により住居址15軒 ·pit 29基を検出した。

遺跡の詳細な内容については後の調査を待たなければならないが、出土した土器片は土師器片が

多く、特に国分期が主体を占めている。数量は多くないが須恵器片も出土していることからも考

えて、集落址の中心となる時期は歴史時代（国分期）を想定することができる。第 2トレソチ出

土の土器片より鬼高期の杯が復原できていることと大型の住居址を検出していることから考えて、

古墳時代後期の集落址の存在も窺える。第 3 トレ‘ノチからは『下』と書かれた墨書土器片（国分

期・皿・ロ縁部破片）が出土している。カマド（白色粘土及び山砂）を確認した住居址（イ・ロ）

は2軒である。集落址の展開は台地縁辺部に近づくに従がって濃くなってゆくと考えられる。住

居址の確認できなかったトレソチ周辺部においても土器片の散布は多いので遺跡としての広がり

を考えることができる。住居址未検出トレソチ（調査区域北側部分）においては縄文土器片（中

期・後期、第 3トレソチ出土加曽利E期甕胴部の復原有り。）が多く出土しているが、遺構に伴

うものではない。遺物は耕作土中にも多く含まれているが、第II層中に含まれていたと考えられ

る。

小 結 台畑遺跡南側部には国分期を中心とする集落址が展開していることが判明した。

遺跡全体としては今後の調査に負うしかないが、本遺跡周辺地域における調査例は少ないので貴

重な資料となった。 （蕨茂美）

図版 3 台畑遺跡

住居址確認状況（ハ）
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c. 菅地ノ台古墳（第 5・6・7図 図版 2・4・5)

遺跡の立地 菅地ノ台古墳（分布地図No.180) は、新川西岸の標高約22~23mの台地縁辺部に

位置する。墳頂南側斜面において一部攪乱を受けるが、概ね良好な遺存状態である。目視による

観察では、円形状を呈し、西側畑部分を除いては周溝の存在を想定することができる。規模は、

周溝を含めて直径約22~24m、高さ約1.Smである。

調査の方法と経過 調杏方法は、古墳の周溝の確認を目的としたトレソチ及び台地縁辺部にお

ける遺構の確認を目的としたトレソチを各々設定した。 1~3トレソチについては、前者を目的

としたトレソチで 1トレ‘ノチは、墳頂の任意の基準点から真南方向に幅2.Smで設定し、 3トレ

ソチは、同様に真東方向に幅 2mで設定した。 2トレ‘ノチは、両者の間に任意に設定した。また

4トレソチは、等高線に平行した形で南北方向に幅 2m、全長21mのトレソチを設定した（第 6

図）。 調査の経過は、野外調査を昭和62年12月16日～同12月23日の期間をもって実施し、室内整

理は昭和63年 1月20日~22日にかけて行った。以下経過について述べる。12月16日~17日器財等

搬入後トレソチの設定、 4トレ‘ノチの掘り下げ、 18日4トレソチ埋め戻し後 1~3トレ‘ノチの掘

り下げを行う。 19日1~3トレ ‘ノチを拡張し周溝の平面形について確認を行う 。21・22日周溝の

精査、全景写真撮影、図面類作成を行う 。23日一部図面作成を行い調査を完了する。翌昭和63年

1月20~22日出土遺物の水洗、注記、接合、図面等整理を行う 。

図版 4 菅地ノ台古墳

遠景 近景

＼く

'、 ‘ -周溝確認状況 遺物出土状況（周溝）
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調査の概要 今回の調査では、古墳の東から南部分における周溝と、時期不明の溝 2条を確認

した。 1号溝は、 4トレ‘ノチの遺構確認の際、北側隅に確認した。規模は、確認面において幅1.

O~l.3m、深さ約50~60cmで、覆土は黒色土（ローム粒含み粘性有り。しまっている。）を主体

とする。 2号溝は、古墳の周溝を掘り下げた結果検出された遺構で、壁の立ちあがりについては

不明である。底面には、 30~50cmの間隔をおいて隋円形状の凹みが直線的に配置されている。凹

みの規模は長辺80~100cm、短辺60~90cmで深さは11~14cmである。古墳の墳丘裾部、周溝、 1 

号溝を切っている。古墳の周溝は、東側において墳丘裾部、周溝の壁の立ちあがり等良好である

が、南東～南側においては、 2号溝によって墳丘裾部、周溝の壁の立ちあがりと底面の攪乱を受

けている。規模は、確認面において幅2.3~2.5m、深さ45~55cmである。断面は壁が穏やかに立

ちあがる逆梯形状となる。覆土（第 6図）は黒褐色土を主体とするもので、 1. 表土、 2. 暗褐

色土（ローム粒十黒色土、しまっている。粘性に欠ける。）、 3. 黒褐色土（ローム粒少量含みし

まっている。粘性有り。）、 4. 暗褐色土（ローム粒含みしまっている。粘性有り。）、 5. 茶褐色

土（ローム粒主体、少量黒色士を含む。）の堆積状況である。また、周溝東及び南東部分におい

て 3層下部より焼土層の堆積が見られた。遺物は土師器の小破片が主でいずれも底面より30~50

cm程度浮いた状態で検出されている。位置的には、周溝南部分の底面から壁立ちあがり付近に多

い。遺物は、小破片のため全て復原実測（第 7図）である。 1は、土師器杯で口径20.0cm、底部

を欠損するが、 2の底部が同一個体である。ロクロ使用で外面は、体部中位～下位に回転ヘラ削

り整形、内面は黒色処理を施こし、横方向のヘラ磨き調整がなされる。 2は、 1と同一個体で、

底径6.2cm、回転糸切りによる切り離し後底部周縁を回転ヘラ削り整形する。内面は、ヘラ磨き

調整後黒色処理を施こす。 3は底径6.9cmで切り離しは不明だが、底部周縁を回転ヘラ削り整形

する。 4は高台付杯の高台部で底径8.8cm外面はナデ整形、内面はヘラ磨き調整されている。 5・6

共に甕口縁部で 5は口径15.6cm、残存高4.3cmはロクロ未使用で単純口縁である。 6は口径23.0

cm、残存高5.2cm、胎土に雲母を混入する常陸型の甕である。ロクロ使用で内外面ともナデ整形

している。 7は、ロクロ使用の土師器杯で口縁部外面に墨書されている。最後に当遺跡の基本層

序は、 1. 表土、 2. 腐食土、 3. 茶褐色士（ローム漸移層）、 4. ソフ トロームとなっている。

深さは 1層で20~30cm、2層で10~15cm、 3層で10~15cmの厚さをもつ。遺構確認は 3層におい

て行った。

小 結 以上概要を述べてきたが、今回の調査においては、古墳の築造年代、埋葬施設等

を裏づける材料は確認できなかった。ただ周溝内覆土の土師器片については、周溝の埋まる過程

と考え合わせて今後の調査によって明らかにしていきたいと思う。 （森 竜哉）
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第 7図 菅地ノ台古墳出土遺物実測図
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